
 
 

    

 季
節
は
春 

 
季
節
は
春
本
番
、
今
年
は
寒

い
日
が
多
く
、
あ
た
た
か
い
春

の
訪
れ
を
、
待
ち
わ
び
た
方
も

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
三
月

に
は
韓
国
、
平
昌(
ピ
ョ
ン
チ
ャ

ン)

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
無
事
に
終
わ
り
、

日
本
人
選
手
の
活
躍
、
そ
の
力

強
さ
に
大
い
に
心
躍
っ
た
大
会

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
フ
ィ
ギ

ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
男
子
の
羽
生
結

弦
、
宇
野
昌
磨
各
選
手
が
金
・

銀
メ
ダ
ル
を
独
占
す
る
と
い
う

快
挙
を
達
成
し
た
こ
と
を
含
め

て
、
二
〇
二
〇
年
に
予
定
さ
れ

て
い
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
繋
ぐ
大
会

と
し
て
、
大
き
な
弾
み
と
な
っ

た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

経
済
の
動
向
は
相
変
わ
ら
ず
、

ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
、
何
が
起

こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
、

不
確
実
な
時
代
の
様
相
を
呈
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
巷

で
話
題
に
な
っ
て
い
る
Ｉ
Ｏ
Ｔ
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
そ
し
て
Ａ
Ｉ

の
進
展
は
私
た
ち
の
生
活
を
大

き
く
変
え
る
ト
レ
ン
ド
と
し
て

無
視
を
で
き
な
い
時
代
と
な
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。 

 国
政
の
停
滞 

 

そ
し
て
残
念
な
こ
と
は
、
い

わ
ゆ
る
「
森
友
学
園
文
書
改
ざ

ん
」
問
題
が
底
な
し
沼
の
状
態

に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
政

治
へ
の
信
頼
は
大
き
く
揺
ら
い

で
い
ま
す
。
財
務
省
は
当
初
、

「
文
書
は
廃
棄
し
た
」
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
す
べ
て
残
っ
て

い
て
、
そ
れ
も
改
ざ
ん
が
徹
底

し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
安

倍
首
相
の
夫
人
の
名
が
元
の
文

書
に
何
度
も
出
て
く
る
こ
と
、

国
有
地
売
却
事
件
に
丸
々
一
年

も
審
議
を
費
や
し
て
い
る
国
会

に
、
な
ん
と
嘆
か
わ
し
い
こ
と

か
、
昨
年
の
選
挙
は
一
体
何
の

た
め
に
行
っ
た
の
か
、
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。
失
わ
れ
た
政
治

へ
の
信
頼
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

安
倍
政
権
は
公
文
書
が
な
ぜ
、

改
ざ
ん
さ
れ
た
の
か
。
誰
が
誰

の
指
示
で
何
の
た
め
に
や
っ
た

の
か
。
ま
た
、
８
億
円
と
い
う

破
格
の
値
引
き
が
さ
れ
た
森
友

学
園
へ
の
国
有
地
売
却
は
適
正

だ
っ
た
の
か
、
こ
の
問
題
を
政

権
与
党
と
し
て
、
最
後
ま
で
解

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任

が
、
安
倍
首
相
に
は
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

新
た
な
元
号
へ 
 

迎
え
た
平
成
三
十
年
は
来
年

の
天
皇
陛
下
の
退
位
を
控
え
て
、

平
成
が
丸
一
年
続
く
最
後
の
年

と
な
り
ま
す
。
昭
和
か
ら
平
成
、

そ
し
て
、
新
た
な
元
号
へ
と
続

い
て
い
く
一
年
で
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
年
だ
か
ら
こ
そ
、
次
の

時
代
に
繋
ぐ
、
難
題
に
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
大
切
な

年
に
し
た
い
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。 

今
、
時
代
が
大
き
く
変
化
し
、

家
族
の
形
態
、
働
き
方
、
消
費

の
仕
方
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、

価
値
観
も
含
め
た
住
ま
い
選
び

な
ど
様
々
な
要
素
が
多
様
化
し

て
い
る
時
代
に
、
自
治
体
と
し

て
我
孫
子
市
が
目
指
す
ま
ち
づ

く
り
に
新
た
な
視
点
・
物
差
し

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
議
会
の
我
孫
子
市
施
政
方

針
の
初
め
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

「
誰
も
が
住
み
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
こ
と
」
が
人
口
減
少
の

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
、
そ
れ

は
よ
く
分
か
る
の
で
す
が
、
誰

も
が
住
み
や
す
い
環
境
を
作
る

に
せ
よ
、
限
ら
れ
た
資
源
を
一

定
の
条
件
が
あ
る
中
で
、
視
点

を
絞
っ
て
効
率
を
考
え
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
、
今
の
我
孫
子
の
ま
ち
づ

く
り
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。 

 『
政
治
に
無
関
心
で
も
生
き
て

い
く
こ
と
は
で
き
る
が
、
政
治

に
無
関
係
で
は
生
き
て
い
く
こ

と
は
で
き
な
い
』 
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会派「あびこ未来」代表 
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電機連合議員団会議 ブロック幹事 

 
その他 
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◆
三
月
定
例
市
議
会
◆ 

 二
月
二
十
六
日(

月)

～ 
三
月
十
九
日(

月)

二
十
二
日
間 

 

平
成
三
十
年
度
一
般
会
計
予
算
、

平
成
二
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
、
あ
び
っ
こ
ク
ラ
ブ

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

（
布
佐
小
）、
新
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
運
営
事
業
者
選
定
委
員
会
の
報
酬

を
定
め
る
条
例
等
、
最
終
日
に
出
さ

れ
た
追
加
議
案
を
含
め
て
、
全
三
十

一
議
案
。
以
上
す
べ
て
が
可
決
さ
れ

た
。 

 

最
終
日
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

人
事
案
件
で
は
、
副
市
長
に
青
木 

章
、
教
育
長
に
倉
部
俊
治
、
両
氏
の

再
任
案
（
三
年
間
）
を
全
会
一
致
で

可
決
・
承
認
さ
れ
た
。 

 

《
請
願
》 

 ○
「
東
海
第
二
原
発
の
運
転
期
間
延

長
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
に
関
す
る
請
願
」 

 

過
去
、
平
成
二
十
四
年
九
月
三
日

に
請
願
が
提
出
さ
れ
採
択
さ
れ
た
内

容
と
同
じ
、
稼
働
し
て
今
年
十
一
月

で
満
四
十
年
の
東
海
第
二
原
発
を
運

営
会
社
で
あ
る
日
本
原
子
力
発
電
株

式
会
社
が
、
更
に
二
十
年
間
の
運
転

延
長
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
昨
年

十
一
月
に
提
出
し
た
。 

本
会
議
で
は
二
十
二
対
一
の
賛
成

多
数
で
可
決
、
請
願
は
採
択
さ
れ
た
。 

 
 《

発
議
案
》 

 

〇
我
孫
子
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
「
現
二
十
四
人
定
数
を
二
十
二

人
と
す
る
発
議
案
」 

 

議
員
定
数
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

三
名
の
議
員
の
連
名
で
提
出
さ
れ
た
。

定
数
の
見
直
し
等
は
我
孫
子
市
議
会

基
本
条
例
に
従
い
、
公
聴
会
等
を
行

う
た
め
に
継
続
審
査
と
な
っ
た
。 

六
月
議
会
で
採
決
予
定
。
な
お
、

公
聴
会
は
四
月
十
六
日
の
広
報
で
詳

細
を
お
知
ら
せ
し
、
開
催
日
は
平
成

三
十
年
五
月
二
十
一
日
、
午
後
一
時

開
催
で
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
十

八
歳
以
上
の
方
を
公
述
人
と
し
て
募

集
す
る
予
定
。 

 

《
平
成
三
十
年
度 

一
般
会
計
予
算
の
特
徴
》 

 

平
成
三
十
年
度
の
我
孫
子
市
一
般

会
計
予
算
は
対
前
年
度
比
＋
一
．

五
％
増
、
三
百
八
十
二
億
二
千
万
円
、

歳
入
の
約
四
十
五
％
を
占
め
る
市
税

が
マ
イ
ナ
ス
〇
．
五
％
減
の
約
百
七

十
一
億
一
千
万
円
の
見
込
み
、
民
生

費
が
百
七
十
二
億
四
千
万
円
と
な
り
、

初
め
て
民
生
費
が
市
税
収
入
を
上
回

っ
た
。 

教
育
の
無
償
化
で
は
市
立
小
中
学

校
に
三
人
以
上
の
子
供
が
通
う
世
帯

に
つ
い
て
第
三
子
以
降
の
学
校
給
食

費
を
無
料
と
す
る
。
新
年
度
（
三
十

年
度
）
に
廃
止
す
る
児
童
育
成
手
当

分
（
約
千
六
百
万
）
を
財
源
と
し
た
。 

                     

《
主
な
争
点
》 

 

平
成
三
十
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
案
の
審
査
が
主
な
争
点
と
な
っ

た
。
約
百
三
十
億
円
（
税
抜
き
）
を

投
資
す
る
四
十
年
に
一
度
の
大
事
業

と
な
る
新
焼
却
施
設
の
建
設
に
つ
い

て
、
事
業
者
の
選
定
方
法
、
財
源
内

訳
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
土
壌
調

査
の
行
方
）
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
質
問
が
出
さ
れ
た
。
特
に
資
金
計

画
で
は
地
方
債
（
借
金
）
八
十
億
円

を
見
込
む
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
を

背
景
に
建
設
コ
ス
ト
の
削
減
方
法
、

基
本
と
な
る
施
設
規
模
の
妥
当
性
な

ど
が
争
点
と
な
っ
た
。 

そ
の
他
、
平
成
二
十
九
年
度
の
提

案
型
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
営
化
制
度
で

採
用
さ
れ
た
小
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
教
育
事
業
に
つ
い
て
、
民
営
化
制

度
の
原
則
で
あ
る
三
年
間
の
期
間
を

逸
脱
し
、
七
年
間
と
し
た
こ
と
や
、

金
額
も
七
億
円
を
超
え
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
更
新
な
ど
、
全
て
随
契
で
発

注
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
提
案
型
公

共
サ
ー
ビ
ス
民
営
化
制
度
の
在
り
方

な
ど
、
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
意

見
な
ど
が
交
わ
さ
れ
た
。
こ
の
問
題

は
引
き
続
き
、
教
育
福
祉
常
任
委
員

会
で
事
業
の
進
捗
状
況
等
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

 

宏
は
こ
う
考
え
る 

環
境
都
市
常
任
委
員
会
か
ら
抜
粋 

 
 

～
請
願
十
二
号 

 

東
海
第
二
原
発
の
運
転
期
間
延
長

を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
に
関
す
る
請
願
～ 

 

我
孫
子
市
か
ら
約
八
十
五
ｋ
ｍ
の

距
離
に
位
置
す
る
東
海
第
二
原
発
に

つ
い
て
、
日
本
原
子
力
発
電
（
株
）

は
昨
年
十
一
月
に
法
律
で
決
め
ら
れ

た
原
子
力
発
電
の
運
転
期
間
四
十
年

制
限
（
四
十
年
ル
ー
ル
）
を
超
え
て
、

さ
ら
に
二
十
年
の
運
転
延
長
を
原
子
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印南が代表を務める会派
「あびこ未来」代表質問

■企画行政
　　（１）「勝つ街、負ける街」歳入の予測・人口増への諸施策
　　（２）改正地方公務員法の改正（働き方改革)
■福祉行政
　　（１）国民健康保険の広域化
　　（２）第７期介護保険事業計画（案）
■環境行政
　　（１）新廃棄物処理施設整備計画　余熱利用を
■都市行政
　　（１）交通アクセス
　　　　 成田線の利便化・都市計画道路3-5-15号線の整備促進
　　　　 下新木踏切の整備促進

 

                                                   

私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 

 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=Hmsd5zGU&id=54012E1269B2161526F56E9B39111D1529495F69&thid=OIP.Hmsd5zGUUvN56mu1hhCxbAHaIh&q=%e6%98%a5%e3%81%bf%e3%81%a4%e3%81%b0%e3%81%a1%e3%81%ae%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&simid=608010592133384271&selectedIndex=428


力
規
制
委
員
会
に
申
請
を
し
た
。 

こ
の
申
請
に
危
機
感
を
抱
い
た
市

民
の
皆
さ
ん
、
署
名
数
千
二
十
四
名

が
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
対
し
て
、

東
海
第
二
原
発
の
運
転
延
長
を
認
め

ず
廃
炉
に
す
る
よ
う
、
ま
た
、
廃
炉

後
は
国
が
責
任
を
持
っ
て
原
発
に
代

わ
る
地
域
経
済
振
興
策
を
行
う
よ
う

に
、
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
旨

を
、
市
議
会
に
請
願
と
し
て
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。 

私
は
、
二
〇
一
一
年
に
発
生
し
た

福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
放
射
性
物

質
の
被
害
を
受
け
た
我
孫
子
と
し
て

は
、
老
朽
化
し
た
危
険
な
原
発
の
運

転
延
長
、
再
稼
働
は
す
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
、
請
願
に
賛
成
を
し
た
。 

今
、
東
日
本
大
震
災
の
原
発
事
故

を
契
機
に
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
潮

流
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
柱
と
す
る
変
革
が
起
き
、

コ
ス
ト
面
で
も
十
年
前
に
比
べ
て
太

陽
光
発
電
は
七
十
％
、
風
力
発
電
は

二
十
五
％
ほ
ど
安
く
な
っ
て
い
る
。

電
力
供
給
の
主
役
は
石
炭
か
ら
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
わ
る
と
国
際
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
関
Ｉ
Ｅ
Ａ
は
予
測
し
て
い

る
。
日
本
も
限
ら
れ
た
資
源
を
ど
の

電
源
に
投
資
し
て
、
こ
れ
か
ら
国
を

運
営
し
て
い
く
の
か
。
原
発
の
在
り

方
を
含
め
て
、
判
断
を
す
る
必
要
性

に
迫
ら
れ
て
い
る
。
残
さ
れ
て
い
る

時
間
は
少
な
い
。 

  

～
第
十
三
号
議
案 

 

都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
～ 

 

都
市
公
園
に
お
け
る
収
益
的
事
業

に
民
間
事
業
者
を
公
募
で
選
定
す
る

制
度
（par

k

‐
Ｐ
Ｆ
Ｉ
公
募
設
置
管

理
制
度
の
創
設
）
を
国
交
省
が
昨
年

六
月
に
制
定
し
た
。
こ
の
公
募
設
置

管
理
制
度
の
創
設
と
い
う
改
正
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
公
園
を

今
よ
り
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

に
民
間
資
本
を
導
入
し
て
、
変
え
て

行
こ
う
と
す
る
国
の
狙
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。 

新
設
さ
れ
た
公
募
対
象
公
園
の
設

置
と
は
、
①
建
築
面
積
の
基
準
の
特

例 

②
運
動
施
設
の
公
園
面
積
に
対

す
る
割
合
を
定
め
る 

③
設
置
管
理

許
可
期
間
の
特
例
（
十
年
→
二
十
年
）

な
ど
、
公
園
管
理
の
制
限
を
柔
軟
に

す
る
と
と
も
に
、
民
間
資
本
の
導
入

を
自
治
体
の
裁
量
で
行
う
こ
と
が
出

来
る
制
度
で
あ
る
。 

我
孫
子
市
内
の
公
園
で
、
公
募
対

象
公
園
の
設
置
と
し
て
考
え
ら
れ
る

公
園
の
一
つ
に
手
賀
沼
公
園
が
あ
る
。

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、
手
賀
沼
公

園
に
モ
ダ
ン
な
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
等
を
民
間
資
本
で
導
入
し
、
収
益

施
設
と
し
て
整
備
し
て
い
く
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。
我
孫
子
市
の
公
園

を
よ
り
魅
力
あ
る
公
園
と
し
て
蘇
ら

せ
る
た
め
に
制
度
の
積
極
的
活
用
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。 

～
生
産
緑
地
二
〇
二
二
年
問
題
～ 

 

一
九
九
一
年
三
月
に
生
産
緑
地
法

が
改
正
さ
れ
、
市
街
化
区
域
内
で
保

全
す
る
農
地
と
し
て
の
「
生
産
緑
地
」

と
、
原
則
通
り
に
宅
地
化
を
進
め
る

農
地
「
宅
地
化
農
地
」
に
分
け
ら
れ

た
。
生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
る
と
、

固
定
資
産
税
な
ど
が
一
般
農
地
と
同

様
に
極
め
て
低
い
税
額
に
抑
え
ら
れ

る
ほ
か
、
相
続
税
の
納
税
猶
予
措
置

が
適
用
さ
れ
る
。 

生
産
緑
地
は
税
制
面
で
優
遇
さ
れ

る
代
わ
り
に
三
十
年
間
の
営
農
義
務

が
課
せ
ら
れ
た
。
そ
の
改
正
か
ら
三

十
年
を
経
た
時
、
つ
ま
り
二
〇
二
二

年
が
指
定
解
除
の
年
を
迎
え
る
。
生

産
緑
地
二
〇
二
二
年
問
題
と
は
、
生

産
緑
地
が
一
斉
に
放
出
さ
れ
る
こ
と

を
指
し
て
い
る
。
我
孫
子
市
内
で
も

百
二
十
六
地
区
、
約
二
十
六
ｈ
ａ
の

生
産
緑
地
が
期
限
を
迎
え
る
。 

生
産
緑
地
が
一
斉
に
宅
地
化
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
と
し
て
も
、
高
齢
化

に
よ
る
後
継
者
、
相
続
問
題
等
が
発

生
す
る
な
ど
、
農
地
の
売
却
や
ア
パ

ー
ト
建
設
な
ど
を
検
討
す
る
人
な
ど

は
年
を
追
う
ご
と
に
増
え
て
い
く
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

私
は
、
街
の
活
性
化
策
と
し
て
、

「
天
王
台
地
区
」
を
一
つ
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
地
区
と
し
て
、
高
度
集
積
利
用

や
多
目
的
な
活
用
化
を
提
案
し
て
い

る
。
生
産
緑
地
の
指
定
解
除
の
時
期
、

こ
の
時
期
を
契
機
に
活
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
現
存
し
て

い
る
市
街
化
区
域
内
農
地
（
宅
地
化

農
地
）
の
活
用
も
含
め
て
、
二
〇
二

二
年
問
題
は
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

一
つ
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

❖
宏
の
こ
こ
が
気
に
な
る
！
❖ 

 

手
賀
沼
観
光
施
設
誘
導
方
針
の 

実
現
に
向
け
て 

 

手
賀
沼
を
中
心
と
し
た
観
光
施
策

の
充
実
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
首

都
圏
に
最
も
近
い
天
然
の
湖
沼
で
あ

る
手
賀
沼
と
そ
の
周
辺
に
多
く
の
人

た
ち
が
訪
れ
る
仕
掛
け
づ
く
り
は
、

我
孫
子
市
の
生
命
線
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
我
孫

子
市
が
作
成
し
た
「
手
賀
沼
観
光
施

設
誘
導
方
針
」
に
期
待
を
し
て
い
る
。 

手
賀
沼
湖
畔
、
我
孫
子
新
田
地
区

で
低
層
の
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が

軒
を
連
ね
、
そ
の
屋
上
や
ベ
ラ
ン
ダ

か
ら
は
手
賀
沼
を
眺
め
な
が
ら
飲
食

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
作
り
出
せ

れ
ば
、
若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
も
含

め
、
他
の
街
に
は
作
り
出
せ
な
い
自

然
と
商
業
の
マ
ッ
チ
し
た
空
間
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
も
、

あ
の
地
区
に
は
直
売
所
の
跡
地
で
あ

る
我
孫
子
市
の
公
有
地
が
あ
り
、
こ

の
土
地
を
種
地
に
民
間
誘
導
す
る
こ

と
は
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
我
孫
子

の
観
光
の
核
を
手
賀
沼
湖
畔
に
創
造

し
て
い
き
た
い
。 
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◆
三
月
十
三
日
、
市
内
六
校
の
中
学

校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
。
私
は
地

元
の
布
佐
中
学
校
の
卒
業
式
に
出
席
、

卒
業
生
は
全
部
で
百
六
名
、
四
月
に

入
る
新
入
生
が
七
十
一
名
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
二
十
九
年
度
の
卒

業
生
が
布
佐
中
学
校
で
は
最
後
の
三

桁
台
の
卒
業
生
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

校
長
先
生
か
ら
卒
業
生
へ
の
花
向
け

の
言
葉
、
「
挑
戦
せ
ず
し
て
成
功
な

し
」
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
、
大
切
な

こ
と
は
挑
戦
す
る
こ
と
が
す
べ
て
の

ス
タ
ー
ト
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
行

動
を
続
け
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

ど
う
か
自
分
を
信
じ
て
挑
戦
し
て
ほ

し
い
。
と
激
励
の
挨
拶
。
今
年
の
卒

業
生
の
進
路
で
気
に
な
っ
た
こ
と
は
、

例
年
に
な
く
、
静
岡
や
熊
本
な
ど
、

遠
く
の
高
校
へ
行
く
卒
業
生
が
目
立

っ
た
こ
と
や
、
東
京
の
国
立
大
付
属

高
校
や
他
市
の
難
関
校
へ
進
学
す
る

卒
業
生
も
い
る
。
自
分
の
将
来
を
考

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
を
生
か
し
て
、

夢
に
向
か
っ
て
進
路
を
選
択
し
て
い

る
と
の
こ
と
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
っ
た
。
我
孫
子
で
一
番
小
さ
な

中
学
校
な
の
だ
が
、
文
武
両
道
の
教

育
が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
う
れ

し
く
感
じ
た
。 

 

◆
今
議
会
、
私
は
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
二
〇
一
八
年
二
月
三
日
号
の
「
勝

つ
街
、
負
け
る
街
」
の
特
集
を
参
考

に
質
問
を
行
っ
た
。
特
集
で
は
駅
周

辺
を
一
つ
の
「
街
」
と
見
立
て
、
多

角
的
に
膨
大
な
デ
ー
タ
ー
を
収
集
、

ラ
ン
キ
ン
グ
（
偏
差
値
）
を
弾
き
出

し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
ワ
ー
ス
ト

一
位
と
な
っ
た
駅
は
「
布
佐
」
で
あ

り
、
ワ
ー
ス
ト
二
位
は
「
湖
北
」
が

負
け
る
街
の
代
表
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
都
心
回
帰
の
時
代
、

両
駅
は
成
田
線
が
単
線
で
あ
り
、
午

前
七
時
台
で
さ
え
、
一
時
間
に
三
本

し
か
上
り
電
車
が
来
な
い
な
ど
、
偏

差
値
を
大
き
く
下
げ
た
要
因
の
一
つ

が
ア
ク
セ
ス
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で

申
し
上
げ
た
い
の
は
、
週
刊
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
の
行
っ
た
分
析
方
法
な
ど
、

疑
問
も
あ
る
が
、
今
回
の
結
果
は
街

の
将
来
を
見
つ
め
る
一
つ
の
物
差
し

と
し
て
、
分
析
内
容
を
無
視
す
る
こ

と
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
考
に
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

る
。
住
み
よ
い
街
、
本
当
に
住
ん
で

幸
せ
な
街
と
は
一
体
何
な
の
か
、
ど 

           

ん
な
街
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。
そ
し
て
、
ど
こ
に
住
む
と
自
分

が
求
め
る
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
で

き
る
の
か
、
今
ま
で
私
た
ち
は
「
適

切
な
物
差
し
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
」、
そ
ん
な
こ
と
も
感

じ
て
い
る
。
重
要
な
視
点
と
し
て
、

今
、
捉
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
「
夫
婦
共
稼
ぎ
」
の
ま
ま

で
「
子
供
二
人
を
育
て
ら
れ
る
街
」

が
選
ば
れ
る
街
の
基
本
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
働
き
盛
り
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
「
高
齢
者
に
な
っ
て
も
、

都
心
に
出
る
こ
と
な
く
、
住
ん
で
い

る
街
や
近
隣
で
働
け
る
こ
と
」
が
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
重
要
な
要
素
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

◆
昨
年
六
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
我
孫

子
市
農
業
拠
点
施
設
内
の
農
産
物
直

売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
経
営
状

況
が
悪
化
し
て
い
る
。
農
業
拠
点
施

設
は
手
賀
沼
親
水
広
場
の
水
環
境
保

全
啓
発
施
設
「
水
の
舘
」
の
中
に
あ

る
。
惣
菜
や
菓
子
等
加
工
品
の
製
造

も
行
い
、
我
孫
子
市
の
地
産
地
消
な

ど
市
内
農
業
の
振
興
を
目
指
し
た
農

業
拠
点
で
あ
る
。
運
営
し
て
い
る
の

は
市
内
の
農
家
が
出
資
し
た
（
株
）

「
あ
び
ベ
ジ
」
で
あ
り
、
公
募
を
せ

ず
に
、
指
定
管
理
者
に
選
ば
れ
た
経

緯
が
あ
る
。
三
月
末
の
赤
字
額
が
約

一
千
万
円
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

主
な
赤
字
の
要
因
は
、
①
出
荷
さ
れ

る
農
産
物
の
量
が
少
な
い 

②
人
件

費
の
割
合
が
高
い 

③
知
名
度
、
Ｐ

Ｒ
が
不
足
し
て
い
る
、
な
ど
。
今
後
、

競
争
相
手
で
あ
る
手
賀
沼
対
岸
の

「
道
の
駅
し
ょ
う
な
ん
」
が
拡
大
整

備
さ
れ
る
中
で
、
い
か
に
お
客
様
を

確
保
で
き
る
か
、
経
営
手
腕
が
問
わ

れ
て
い
る
。
指
定
管
理
者
「
あ
び
ベ

ジ
」
が
行
う
こ
と
と
市
が
で
き
る
こ

と
を
明
確
に
分
け
て
、
経
営
改
善
を

急
ぐ
こ
と
に
な
る
。
課
題
で
あ
る
農

産
物
の
出
荷
量
を
増
や
す
こ
と
、
経

費
の
削
減
や
広
告
宣
伝
の
強
化
な
ど
、

商
売
に
徹
し
た
経
営
が
で
き
る
の
か
、

ま
さ
に
正
念
場
を
迎
え
て
い
る
。 
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＊詳細は議会だより、 
市議会 HP の録画等、 

いつでもみることができます＊   
http//www.discussvision. 

net/abikosi/2.html 
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